
127,780

予　算　額

292,000 127,780

決　算　額
国県支出金 地　方　債 そ　の　他

財 源 内 訳

8,730,629

訪問学校数　　　19校
訪問日数　　　　38日

　学力向上に向けて、校内研究や指導方法について具体的な指導・支援を
行う学校教育専門員を１名配置し、教員の指導力の向上を図る。

訪問学校数　　　17校
訪問日数　　　　42日

　学校教育専門員が市内小・中学校を訪問し、学力向上のため、教員の指
導力向上を図り、児童生徒が充実した学校生活を送ることができるように
指導、助言を行った。

一般財源

事 業 名

事 業 名

8,759,000 8,730,629

中学校の英語教育や小学校の外国語活動及び国際理解教育の支援を図る
ため、外国語指導助手（ＡＬＴ）２名を招へいし、国際化に対応できる英
語力の定着と国際理解教育の推進を図る。

地　方　債
予　算　額

そ　の　他

　中学校では、「聞くこと」「話すこと」に関する言語活動を中心に、生
徒の能力向上を図ることができた。
　小学校では、外国語活動を実施しているが、言語や文化について、体験
的に理解するとともに積極的にコミュニケーションを図ろうとする等の効
果があった。

事
業
内
容

10款 項教 育 費 目

決　算　額

１ 教 育 総 務 費

一般財源国県支出金

事 務 局 費

派遣学校数　　　19校
派遣回数　　　 325回

単位：円外国人講師招へい事業費

２

成

果

計
画
値

実
績
値

成

果

実
績
値

財 源 内 訳

事
業
内
容

派遣学校数　　　19校
派遣回数　　　 350回

学校教育専門員配置事業費 単位：円

計
画
値
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178,115

予　算　額

693,000 178,115

決　算　額
国県支出金 地　方　債 そ　の　他

財 源 内 訳

3,359,000

学校づくり協議会の設
置
遠野の高校教育を考え
る懇話会の設置

　遠野市立中学校再編成計画（平成22年８月31日策定）に基づく中学校再
編成を推進するため、具体的事項に関する検討及び協議を行う組織として
「遠野市学校づくり協議会」を設置するとともに、その内部組織として、
各学区単位に学区部会を設置する。
　また、岩手県が策定を進めている｢第二次県立高等学校整備計画(仮称)｣
に関する検討を行うとともに、本市の地域実情に応じた高校教育の確保を
推進するため、「遠野の高校教育を考える懇話会」を設置する。

学校づくり協議会
　開催回数　　　１回
　学区部会開催回数
　　　　　　　　２回
遠野の高校教育を考え
る懇話会
　開催回数　　　２回

平成23年１月26日に学校づくり協議会（委員15名）を設置するととも
に、遠野中・綾織中・附馬牛中学区部会を２月24日に、土淵中・青笹中・
上郷中学区部会を２月25日にそれぞれ設置し、中学校再編成に向けた具体
的取組をスタートさせた。
また、１月17日に「遠野の高校教育を考える懇話会」を設置し、２回の
会議を開催し、地域における高校教育のあり方について検討を行った。

一般財源

事 業 名

事 業 名

4,125,000 3,359,000

　遠野わらすっこプランの経済的支援策として、私立幼稚園に就園する園
児の保育料について、次のとおり助成を行い、保護者の経済的負担の軽減
を図る。
　・第１子園児の保育料を、規定基準額から５％軽減する。
　・第２子園児の保育料を、規定基準額から10％軽減する。
　・第３子以降の園児の保育料は、月額 4,800円とする。

地　方　債
予　算　額

そ　の　他

　保育料の助成により保護者の経済的負担が軽減され、保護者がより子育
てに意欲を持つことができる環境づくりに寄与した。
　保育料助成園児数 123人
　・第１子園児 57人
　・第２子園児 44人
　・第３子以降園児 22人

事
業
内
容

10款 項教 育 費 目

決　算　額

１ 教 育 総 務 費

一般財源国県支出金

事 務 局 費

保育料助成園児数
　　　　　　　 123人

単位：円私立幼稚園保育料助成事業費

２

成

果

計
画
値

実
績
値

成

果

実
績
値

財 源 内 訳

事
業
内
容

保育料助成園児数
　　　　　　　 113人

教育環境企画費 単位：円

計
画
値
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1,853,414

事 業 名

財 源 内 訳
国県支出金

決　算　額

成

果

計
画
値

実
績
値

　学校と地域、家庭との連携が図られ、地域に開かれた学校及び特色のあ
る学校づくりを推進することができた。

地　方　債 そ　の　他

特別支援教育支援員の
配置　　　　　　12名
学習指導講師の配置
　　　　　　　　１名

　小学校８校に特別支援教育支援員12名を配置し、通常学級において特別
な支援が必要な児童に対して、生活上、学習上の支援を行った。
　ことばの教室巡回指導は、７校14名の児童を対象として指導を行い、言
語活動の改善に向けて効果的な指導ができた。

事
業
内
容

一般財源

10款 １ 項教 育 費 事 務 局 費

実施学校数　　　19校

単位：円特色ある学校づくり事業費

２ 目教 育 総 務 費

実
績
値

事 業 名

1,896,000 1,853,414

予　算　額

事
業
内
容

成

果

地　方　債 そ　の　他
財 源 内 訳

実施学校数　　　19校　市内小・中学校が、それぞれに企画・立案した事業計画をもとに、地域
の歴史・文化・伝統・特徴を生かして、農業体験、伝統芸能の継承など地
域理解学習に取組む。

特別支援教育支援員の
配置　　　　　　12名
学習指導講師の配置
　　　　　　　　１名

　通常学級の児童で、個別に特別な支援を必要とする児童の学校生活上の
支援をするため、担任教諭の補助等を行う特別支援教育支援員12名を配置
する。
　遠野小学校及び遠野北小学校以外の小学校において、言語指導が必要な
児童に対して、ことばの教室巡回指導を実施する。

特別支援教育推進事業費 単位：円

計
画
値

一般財源

13,354,621

予　算　額

13,732,000 13,354,621

決　算　額
国県支出金
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6,533,025

予　算　額

6,951,000 6,533,025

決　算　額
国県支出金 そ　の　他

財 源 内 訳

実施校数　　　　４校
実施回数　　　　10回

　心身の健全な発達に向けて、（財）日本サッカー協会が取組んでいるプ
ロジェクト「夢の教室」を活用し、現役スポーツ選手や、そのＯＢ、ＯＧ
が「夢先生」として、フェアプレー精神や助け合いの重要性を教えるとと
もに、夢を持つことの素晴らしさ、夢に向かって努力することの大切さを
語り合う授業を行う。

ＮＲＴの実施　　１回
幼児ことばの教室教育
相談員　　　　　１名
教育相談員　　　１名
教育研究発表会の開催
　　　　　　　　１回
環境科学発表会の開催
　　　　　　　　１回

　市内小中学生（小２～小６、中１～中３対象）に対して、標準学力検査
（ＮＲＴ）を実施し、その結果をもとに各研究部会を開催し、課題に向け
ての調査、研究及び発表を行い各学校へ還元する。
　幼児ことばの教室及び適応指導教室の運営を行う。
　児童生徒が学習した成果の発表の場として環境科学発表会を開催し、優
秀者に対し表彰を行う。

教育研究所費（標準学力検査・学力向上事業費） 単位：円

計
画
値

計
画
値

実
績
値

一般財源

予　算　額

事
業
内
容

成

果

地　方　債

決　算　額

実
績
値

1,128,389

成

果

一般財源国県支出金

事 務 局 費

実施校数　　　　４校
実施回数　　　　10回

単位：円遠野わらすっこ「夢の教室」事業費

２ 目教 育 費 教 育 総 務 費

事
業
内
容

128,389

事 業 名

10款 １ 項

1,216,000

３ 目 教 育 研 究 所 費項１

ＮＲＴの実施　　１回
幼児ことばの教室教育
相談員　　　　　１名
教育相談員　　　１名
教育研究発表会の開催
　　　　　　　　１回
環境科学発表会の開催
　　　　　　　　１回

　市内小中学生（小２～小６、中１～中３対象）に対して、標準学力検査
（ＮＲＴ）を実施し、その分析結果を学力向上事業、研究部会の研究に反
映することができた。
　幼児ことばの教室では、通級指導することで多くの幼児がその障がいを
改善、解消することができた。また、適応指導教室では、不登校児童生徒
への指導を行い、学校生活への復帰を支援することができた。
　環境科学発表会では、環境及び科学に関する学習の成果を他校の児童生
徒と発表し合うことで、より広い視野を持ち環境問題への意識を更に高め
ることができた。

教 育 総 務 費

　市内の小学校５年生99名及び６年生 161名を対象に授業を行った。
　「日常の学校生活では体験することの少ない元プロスポーツ選手等との
触れ合いにより、多くの児童が自分の夢について真剣に考えるようになっ
た。夢の実現のために努力する児童が増えた。」等と好評だった。また、
各校とも２巡目の夢の教室だったことから、楽しみにしていた児童が多
く､
より活発に自分の夢を発言する児童が増えた。

地　方　債 そ　の　他

事 業 名

財 源 内 訳

1,000,000

10款 教 育 費
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156,700

事 業 名

財 源 内 訳

38,160,000

10款 教 育 費 ２ 項

実
績
値

成

果

計
画
値

実
績
値

　新たに27人（大学の学部又はこれと同程度の学校に在学する者25人、高
等学校に在学する者２人）への貸与を決定し、継続貸与者59人（大学生等
52人、高校生７人）と合わせて86人に学資の貸与を行い、有能な人材の育
成に努めた。

　貸付状況
　・新規大学生等　25人　　11,760,000円
　・新規高校生　　２人　 　　180,000円
　・継続大学生等　52人　　24,960,000円
　・継続高校生　　７人　　 1,260,000円
　　　　計　　　　86人　　38,160,000円

地　方　債 そ　の　他

研究指定校　　　２校
学校公開研究会開催
　　　　　　　　１回

　小友小学校は、学校公開に向けて研究を行うとともに、学習指導案集の
作成、研究紀要の作成、研究のまとめを作成した。また、学校公開を行う
ことでその研究の成果を市内小学校にも還元することができた。
　附馬牛小学校は、研究指定１年目として基礎的研究を進め、２年目とな
る次年度に向けて研究課題等を整理することができた。

事
業
内
容

10款 １ 項教 育 費

一般財源国県支出金

育 英 事 業 費

新規奨学生採用数
  大学生等　　　25人
  高校生　　　　２人
継続奨学生
  大学生等　　　52人
  高校生　　　　７人

単位：円育英事業費

４ 目

決　算　額

教 育 総 務 費

事 業 名

38,725,000 38,316,700

予　算　額

事
業
内
容

成

果

地　方　債 そ　の　他
財 源 内 訳

新規奨学生採用数
  大学生等　　　30人
  高校生　　　　８人
継続奨学生
  大学生等　　　52人
  高校生　　　　７人

遠野市奨学資金貸与条例に基づき、向学心に燃える優秀な学生であっ
て、経済的事由により修学困難なものに対し、学資の貸与を行い、有能な
人材を育成する。
また、平成20年度からは、遠野わらすっこプランの子育て支援策とし

て、大学生７名及び高校生３名の採用枠を拡大している。

研究指定校　　　２校
学校公開研究会開催
　　　　　　　　１回

　小友小学校と附馬牛小学校の２校に研究指定を行う。
　小友小学校は、平成21年度から研究指定を行っており、２年目の今年度
は学校公開を行い、市内、県内の学校に対して研究の成果を発表する。
　附馬牛小学校は、指定１年目で、次年度学校公開に向けて、算数の研究
指定を行う。

教育研究指定校費（小学校） 単位：円

計
画
値

一般財源

258,287

予　算　額

265,000 258,287

決　算　額
国県支出金

小 学 校 費 ２ 目 教 育 振 興 費
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一般財源

9,533,937

予　算　額

10,029,000 9,544,937 11,000

決　算　額
国県支出金 地　方　債 そ　の　他

財 源 内 訳

教材備品購入
図書購入
パーソナルコンピュー
タ借上げ　　　 303台

　各小学校における教育活動に必要な教材備品及び図書の購入並びにパー
ソナルコンピュータの借上げにより、教育環境の整備に資する。

支給児童数　　 133人経済的理由により就学が困難な児童の保護者に対して、学用品費、通学
用品費、新入学学用品費、校外活動費、修学旅行費、通学費、学校給食
費､学校病医療費及び学校病医療通院費を支給し、義務教育の円滑な実施
を図る。

就学援助費（小学校） 単位：円

計
画
値

一般財源国県支出金

教 育 振 興 費

教材備品購入　　97件
図書購入　　 1,841冊
パーソナルコンピュー
タ借上げ　　　 303台

単位：円教材整備費（小学校）

２ 目

決　算　額

実
績
値

小 学 校 費

事 業 名

事
業
内
容

成

果

10款 ２ 項教 育 費

成

果

計
画
値

実
績
値

　各小学校における教育活動に必要な教材備品及び図書の購入に係る予算
を確保し、教育環境の充実を図った。
　また、パーソナルコンピュータの借上げにより、情報教育の推進に寄与
した。
　・教材備品購入費　3,026,255円
　・図書購入費　2,723,008円
　・パーソナルコンピュータ借上料　13,844,340円　等

地　方　債 そ　の　他

支給児童数　　 151人　就学困難な児童の保護者に対して必要な援助を行い、義務教育の円滑な
実施を図った。

 学用品費 　   148人 1,534,441円　通学用品費　126人　267,812円
 新入学学用品費 18人   358,200円　校外活動費  148人  269,811円
 修学旅行費     29人　 646,268円　通学費　     12人　 84,332円
 学校給食費    148人 6,078,400円　学校病医療費 39人　292,373円
 学校病医療通院費 19人　13,300円

事
業
内
容

20,575,217

事 業 名

財 源 内 訳

20,770,000 20,575,217

予　算　額

教育費 - 122 -



6,051,405

予　算　額

412,905,000 388,814,405 226,763,000 156,000,000

決　算　額
国県支出金 そ　の　他

財 源 内 訳

対象校
　小学校　　　　11校

　学習指導要領が改訂され、平成23年度からの理科教育の授業時数や指導
内容の増加、観察や実験の内容の充実が打ち出されたことから、実験、観
察に必要な教材を整備し、小学校における理科教育の充実を図る。

平成21年度繰越分
　校舎改築工事
　　　　　　１期工事
　　　　　　２期工事
　旧校舎解体工事
  外構工事

平成22年度分
　校舎備品購入等

　「学びのプラットホーム構想」に基づき、綾織中学校に併設して、綾織
小学校校舎を改築する。特別教室及び屋内運動場は、綾織中学校との共同
利用とする。
　・平成19年度　基本構想（平成18年度繰越分）
　・平成20年度　基本計画・基本設計（平成19年度繰越分）
　・平成21年度　校舎改築工事
　・平成22年度　校舎改築工事、旧校舎解体工事、外構工事

綾織小学校改築整備事業費 単位：円

計
画
値

計
画
値

実
績
値

一般財源

予　算　額

事
業
内
容

成

果

地　方　債

決　算　額

実
績
値

1,988,920 612,000

成

果

一般財源国県支出金

教 育 振 興 費

対象校
　小学校　　　　11校

単位：円理科教育設備整備事業費（小学校）

２ 目教 育 費 小 学 校 費

事
業
内
容

1,376,920

事 業 名

10款 ２ 項

2,000,000

３ 目 学 校 建 設 費項２

平成21年度繰越分
　校舎改築工事
　　　　　　１期工事
　　　　　　２期工事
　旧校舎解体工事
  外構工事

平成22年度分
　校舎備品購入等

　地域及び学校との連携のもとに進めてきた｢学びのプラットホーム構想｣
に基づく新校舎が平成22年11月30日に完成し、平成23年１月19日の３学期
始業式から新校舎での授業を開始した。
　新校舎は、綾織中学校の校舎に併設し、特別教室及び屋内運動場は綾織
中学校の施設を共同利用している。
　・校舎改築工事（建築・電気設備・機械設備）
　　　　　　　　 417,572,400円(平成22年度支払額336,572,400円)
　　　校舎棟　：木造一部ＲＣ造２階建 1,460.17㎡
　　　渡り廊下：木造平屋建 38.78㎡
      エネルギー棟：木造平屋建 54.37㎡(合計 1,553.32㎡)
　・校舎改築工事監理業務委託
　　　　　　　　   3,675,000円(平成22年度支払額  2,838,000円)
　・外構工事      23,179,800円(平成22年度支払額 14,400,000円)
　・旧校舎解体工事23,690,100円(平成22年度支払額 18,160,000円)
　・備品購入等　  16,844,005円
  なお、平成23年３月11日に発生した東日本大震災により、外構工事及び
旧校舎解体工事において燃料及び資材の調達が困難になり、工事請負費
14,311,000円を平成23年度に繰り越した。

小 学 校 費

　学習指導要領の改訂に伴い新たに必要となった教材備品の整備や、老朽
化した教材備品の更新により、理科教育の設備の整備が図られた。

地　方　債 そ　の　他

事 業 名

財 源 内 訳

10款 教 育 費
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50,495,955

事 業 名

財 源 内 訳

37,800,000

国県支出金
決　算　額

成

果

計
画
値

実
績
値

　事業計画に基づき、平成22年11月29日に多目的教室棟増築工事、12月17
日に屋外環境整備工事及び外構工事、12月24日にクラブハウス建築工事が
それぞれ完了し、遠野北小学校の教育環境の一体的な整備が図られた。
  ・旧屋内運動場解体工事                  12,320,700円
　・多目的教室棟実施設計委託　　　　　     1,890,000円
  ・多目的教室棟増築工事（318.78㎡）　　  51,298,800円
　・屋外環境整備実施設計委託               1,465,800円
　・屋外環境整備工事（グラウンド整備等）　 8,939,700円
　・遊具購入      　　　　　　　　　　　　 2,903,250円
　・外構工事（ロータリー舗装、側溝敷設等）26,342,400円
  ・クラブハウス建築工事　                 6,213,900円　等

地　方　債 そ　の　他

塗装工事　小友小学校
　　　　　綾織小学校

ろ過器更新
　　　　　小友小学校

　小友小学校プールの塗装工事、ろ過器の更新及び綾織小学校プールの塗
装工事を行い、プール設備の改善が図られた。

事
業
内
容

一般財源

10款 ２ 項教 育 費 学 校 建 設 費

平成21年度繰越分
　多目的教室棟増築
　屋外環境整備

平成22年度分
　旧屋内運動場解体工
　事
  外構工事
  クラブハウス建築工
　事

単位：円遠野北小学校大規模改造等事業費

３ 目小 学 校 費

実
績
値

事 業 名

114,549,000 114,137,955 25,842,000

予　算　額

事
業
内
容

成

果

地　方　債 そ　の　他
財 源 内 訳

平成21年度繰越分
　多目的教室棟増築
　屋外環境整備

平成22年度分
　旧屋内運動場解体工
　事
  外構工事
  クラブハウス建築工
　事

  老朽化した遠野北小学校の校舎の大規模改造（校舎面積 3,319㎡）、屋
内運動場及びプールの改築、多目的教室棟の増築等を行い、教育環境の一
体的な整備を進める。
　・平成18年度　校舎耐震診断、屋内運動場耐力度調査
　・平成19年度　校舎大規模改造実施設計
　・平成20年度　校舎大規模改造工事
　　　　　　　　屋内運動場改築実施設計、地質調査
　・平成21年度　校舎大規模改造工事
　　　　　　　　屋内運動場改築工事、渡り廊下建設工事
　　　　　　　　プール改築実施設計、改築工事
　・平成22年度　旧屋内運動場解体工事
　　　　　　　　多目的教室棟増築実施設計、増築工事
　　　　　　　　屋外環境整備実施設計、整備工事
　　　　　　　　外構工事、クラブハウス建築工事
　・平成23年度　職員室、給食搬入口等改造整備

塗装工事　小友小学校
　　　　　綾織小学校

ろ過器更新
　　　　　小友小学校

　老朽化したプールの改修及びろ過器の計画的更新により、プールの適切
な維持管理に資する。

プール改修事業費 単位：円

計
画
値

一般財源

13,016,850

予　算　額

13,100,000 13,016,850

決　算　額
国県支出金
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59,321

予　算　額

80,000 59,321

決　算　額
国県支出金 そ　の　他

財 源 内 訳

太陽光発電システムの
設置
　綾織小学校　　15kw

　遠野北小学校（平成21年度完了）及び綾織小学校の校舎改築等に併せて
太陽光発電システムを設置し、児童への環境教育の推進及び自然エネルギ
ーの利用促進を図る。

研究指定校　　　１校　附馬牛中学校は、「言語活動の充実」の研究指定を行う。

教育研究指定校費（中学校） 単位：円

計
画
値

計
画
値

実
績
値

一般財源

予　算　額

事
業
内
容

成

果

地　方　債

決　算　額

実
績
値

17,573,850 14,590,000

成

果

一般財源国県支出金

学 校 建 設 費

太陽光発電システムの
設置
　綾織小学校　　15kw

単位：円小学校太陽光発電システム整備事業費

３ 目教 育 費 小 学 校 費

事
業
内
容

683,850

事 業 名

10款 ２ 項

17,713,000

２ 目 教 育 振 興 費項３

研究指定校　　　１校　附馬牛中学校は、研究指定１年目として、基礎的研究を進め、２年目と
なる次年度に向けて研究課題等を整理することができた。

中 学 校 費

　綾織小学校の校舎屋根に太陽光パネルを設置するとともに、校舎昇降ホ
ールに発電量及び二酸化炭素削減効果を表示する装置を設置した。
　今後における児童への環境教育の推進及び自然エネルギーの利用促進が
期待される。

地　方　債 そ　の　他

事 業 名

財 源 内 訳

2,300,000

10款 教 育 費
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一般財源

10,959,854

予　算　額

11,433,000 11,146,854 187,000

決　算　額
国県支出金 地　方　債 そ　の　他

財 源 内 訳

教材備品購入
図書購入
パーソナルコンピュー
タ借上げ　　　 235台

　各中学校における教育活動に必要な教材備品及び図書の購入並びにパー
ソナルコンピュータの借上げにより、教育環境の整備に資する。

支給生徒数　　　94人経済的理由により就学が困難な生徒の保護者に対して、学用品費、通学
用品費、新入学学用品費、校外活動費、修学旅行費、通学費、学校給食
費､学校病医療費及び学校病医療通院費を支給し、義務教育の円滑な実施
を図る。

就学援助費（中学校） 単位：円

計
画
値

事 業 名

17,174,000 16,803,736

予　算　額

事
業
内
容

成

果

国県支出金
決　算　額

教 育 振 興 費

教材備品購入　　84件
図書購入　　 1,712冊
パーソナルコンピュー
タ借上げ　　　 235台

単位：円教材整備費（中学校）

２ 目10款 ３ 項教 育 費 中 学 校 費

　就学困難な生徒の保護者に対して必要な援助を行い、義務教育の円滑な
実施を図った。

 学用品費 　    94人 2,007,059円　通学用品費　 63人　136,710円
 新入学学用品費 30人   687,000円　校外活動費   94人  226,884円
 修学旅行費     39人 2,946,413円　通学費　      5人　 47,563円
 学校給食費     94人 4,648,950円　学校病医療費 29人　418,955円
 学校病医療通院費 14人　27,320円

事
業
内
容

事 業 名

実
績
値

成

果

計
画
値

実
績
値

　各中学校における教育活動に必要な教材備品及び図書の購入に係る予算
を確保し、教育環境の充実を図った。
　また、パーソナルコンピュータの借上げにより、情報教育の推進に寄与
した。
　・教材備品購入費　2,199,980円
　・図書購入費　2,860,362円
　・パーソナルコンピュータ借上料　10,911,216円　等

地　方　債 そ　の　他

支給生徒数　　 101人

財 源 内 訳

16,803,736

一般財源
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一般財源

3,670,660 1,594,911

予　算　額

5,448,000 5,265,571

決　算　額
国県支出金 地　方　債 そ　の　他

財 源 内 訳

対象校
　中学校　　　　８校

　学習指導要領が改訂され、平成24年度からの理科教育の授業時数や指導
内容の増加、観察や実験の内容の充実が打ち出されたことから、実験、観
察に必要な教材を整備し、中学校における理科教育の充実を図る。

市立幼稚園数　３箇所
開園延日数　　 693日
年度当初就園決定
延児童数　　　 384人

　小学校以降の生活や学習の基盤の育成につながることに配慮し、幼児期
にふさわしい生活を通して、創造的な思考や主体的な生活態度等の基礎を
培う教育を行う。

幼稚園運営事業費 単位：円

計
画
値

事 業 名

2,000,000 1,993,137 578,000

予　算　額

事
業
内
容

成

果

国県支出金
決　算　額

中 学 校 費 教 育 振 興 費

対象校
　中学校　　　　８校

単位：円理科教育設備整備事業費（中学校）

２ 目10款 ３ 項教 育 費

成

果

計
画
値

実
績
値

　学習指導要領の改訂に伴い新たに必要となった教材備品の整備や、老朽
化した教材備品の更新により、理科教育の設備の整備が図られた。

地　方　債 そ　の　他

市立幼稚園数　３箇所
開園延日数　　 693日
就園延児童数　 391人

　幼児それぞれの興味や関心に応じ、遊びなどの直接的・具体的な体験を
通じて学びの楽しさを知ることや、積極的に物事へ関わろうとする気持ち
を持つように指導することで、幼児の生活や学習の基礎を培うことができ
た。

幼 稚 園 費

事
業
内
容

事 業 名

実
績
値

10款 教 育 費 ４

財 源 内 訳

1,415,137

一般財源

項 幼 稚 園 費 １ 目
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受講者数　　 4,160人　市民の生涯学習を支援するため、市民センター及び地区センターが生涯
学習講座を実施し、実施に当たっては広報とおの「学びのいずみ」やホー
ムページ上で講座開催の案内をする。
　また、市民と協働企画による講座「マナビークラブ」を実施し、より市
民ニーズに沿った講座等の提供を行う。 計

画
値

事 業 名

1,610,000 1,178,505

予　算　額

事
業
内
容

成

果

国県支出金
決　算　額

社 会 教 育 総 務 費

受講者数　　 4,871人

単位：円生涯学習のまちづくり推進費

１ 目10款 ５ 項教 育 費 社 会 教 育 費

実
績
値

市民センター及び各地区センターでパソコン、手芸や料理等の手づくり
講座、遠野遺産めぐり、スポーツ教室等市民のニーズの把握に務め、生涯
学習講座を開催した。
また、自主企画による講座「マナビークラブ」では、デッサン、陶芸絵
画、太極拳、パッチワークの講座を行った。

地　方　債 そ　の　他
財 源 内 訳

146,282 1,032,223

一般財源
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1,189,467

実
績
値

▽「成人式（はたちのつどい）」
　・内容
　　　主役となる新成人が成人式実行委員会を立上げ、企画・立案及び式
　　の進行をすることで、社会人としての自覚を高めるとともに、地域の
　　方々と一緒になって大人への門出をお祝いする。
　・成果
　　　実行委員が自分たちで考えたイベントを行うことにより、記念にな
　　ったほか、行政がサポート役となることで「市民協働」での成人式を
　　行うことができた。
　　　成人者 288人、参加率80.9％、来賓64人、一般 340人、職員・青年
　　会35人・・・総計 727人

▽「少年少女囲碁・将棋教室」
　・内容
　　　子どもたちの余暇時間を有意義に過ごせる場の設定と、囲碁や将棋
　　による他校の児童・生徒、指導者との交流体験を目的に開催してい
　　る。指導者については老人囲碁クラブの方や将棋協会の方による地域
　　の協力を得ている。
　・成果
　　　年間活動計画９回を計画通りできた。また、昨年度から将棋では、
　　プロの棋士を招いての親子教室なども行い、参加者の将棋への意欲を
　　高めた。

▽「各種団体への補助及び補助金交付」
　・内容
　　　わらすっこまつりを主催する「遠野わらすっこまつり実行委員会」
　　に対して補助金を交付し、わらすっこまつり開催の支援をする。
　・成果
　　　遠野わらすっこまつりの開催に当たっては、児童館などの関係機関
　　で実行委員会を結成し開催した。
　　　運動公園のスペースを有効に使い、大人が興味を引くことと子ども
　　が楽しめる場所ができたことで、うまく相乗効果を図ることができ
　　た。

地　方　債 そ　の　他
財 源 内 訳

1,526,000 1,189,467

予　算　額
一般財源国県支出金

社 会 教 育 総 務 費

成人式参加者
　　　　　　　 288人
　　　(参加率80.9％)
囲碁・将棋教室
　囲碁の部　　　11人
  将棋の部　　　21人
　合計　　　　　32人

単位：円青少年活動サポート事業費

１ 目

成人式対象者
　市内　　　　 260人
　市外　　　　　96人
　合計　　　　 356人
囲碁将棋教室
  囲碁の部　　　20人
　将棋の部　　　20人
　合計　　　　　40人

５

成

果

事 業 名

事
業
内
容

社 会 教 育 費10款 項教 育 費

決　算　額

　本年度の青少年活動サポート事業については、下記の３つを柱とする活
動を行っている。
　・成人式「はたちのつどい」
　・少年少女囲碁・将棋教室
　・各種団体への補助及び補助金交付
　　（遠野わらすっこまつり実行委員会、遠野市青年団体協議会）

計
画
値
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成

果

決　算　額

１　芸術文化の高揚、活性化を図るため、芸術文化団体等への支援を行
　い、活動の発表の機会と場の提供に努める。
２　郷土の優れた芸術文化を振興するため、遠野物語ファンタジーを開催
　し、潤いのある市民生活の創造に努める。
３　演劇や演奏会等を行うなど、優れた芸術文化に触れる機会の充実に努
　める。
４　遠野市民センターバレエスタジオ、遠野少年少女合唱隊の充実を図
　り、幼年層から芸術文化に親しむ場と機会を提供する。

12,005,192

計
画
値

事 業 名

事
業
内
容

社 会 教 育 費10款 項教 育 費

一般財源国県支出金

社 会 教 育 総 務 費

芸術文化協会加盟団体
の自主事業数　　10回
市民協働の自主事業の
参加者数　　 1,822人
市民協働の自主事業の
鑑賞者数　　 8,975人

単位：円芸術文化振興事業費

１ 目

芸術文化協会加盟団体
の自主事業数　　10回
市民協働の自主事業の
参加者数　　 1,800人
市民協働の自主事業の
鑑賞者数　　 7,800人

５

4,214,827

実
績
値

　１　遠野市芸術文化協会加盟10団体が自主事業として発表会を開催する
　　など、芸術文化の振興に寄与した。
　　(1) 第５回遠野市民芸術祭
　　　○10月17日（日）合同茶会　　鑑賞者380人、参加者34人
　　　○10月30日（土）～31日（日）
　　　　・舞台合同発表会　鑑賞者716人、参加者271人（26団体）
　　　　・総合展示会、菊花展　鑑賞者1,916人、参加者394人
　　　　　（22団体7個人）
　　(2) 遠野市芸術文化協会等主催事業
　　　　・大ホール1団体　鑑賞者400人、参加者50人
　　　　・中ホール3団体　鑑賞者210人、参加者65人
　　　　・みやもりホール4団体　鑑賞者770人、参加者130人
　　　　・あえりあ遠野交流ホール1団体　鑑賞者100人、参加者40人
　　　　・とぴあホール１団体　鑑賞者100人、参加者25人
　　　　・その他実施事業　鑑賞者1,800人、参加者320人
　２　郷土の優れた芸術文化を振興するため、遠野物語ファンタジーを開
　　催し、潤いのある市民生活の創造に努めた。
　　○第36回市民の舞台遠野物語ファンタジー「袖ヶ沢　月下の桜」を平
　　　成23年２月19日(土)、20日(日)の３回公演で、遠野市民センター大
　　　ホールで開催した。
　　　・鑑賞者　2,014人　・参加者336人がスタッフ、キャスト、音楽
　　　　（合唱、吹奏楽）として、子どもからお年よりまで幅広い年代の
　　　　人たちが参加し、力をあわせ、舞台をつくりあげた。
　３　遠野市民センターバレエスタジオ、遠野少年少女合唱隊の充実を図
　　り、幼年層から芸術文化に親しむ場と機会を提供した。
　　(1) 遠野市民センターバレエスタジオ
　　　・毎週、金・土曜日の通常レッスン
　　　・第33回発表会を11月21日（日）に開催した。大ホール　鑑賞者
　　　　 476人、参加者 108人
　　(2) 遠野少年少女合唱隊
　　　・毎週土曜日の通常レッスン
　　　・第21回発表会を11月27日（土）に開催した。中ホール　鑑賞者93
　　　　人、参加者49人
　　※１ 上記の鑑賞者を足した数が「市民協働の自主事業の鑑賞者数
　　　 　8,975人」
　　※２ 上記の参加者を合計した数が「市民協働の自主事業の参加者数
　　　　 1,822人」
　４　演劇や演奏会等を行うなど、優れた芸術文化に触れる機会の充実に
　　努めた。(市民協働の自主事業の参加者・鑑賞者数には含まない）
　　(1) ふるさと遠野に響く　唯是震一ファミリー箏コンサート
　　　　６月５日（土）、市民センター大ホール、鑑賞者 820人
　　(2) 演劇公演「銀河鉄道の夜」
　　　　７月３日（土）、みやもりホール、鑑賞者 284人
　　(3) アンサンブル・ベルリン　コンサート
　　　　10月26日（火）、あえりあ遠野交流ホール、鑑賞者 458人

地　方　債 そ　の　他
財 源 内 訳

17,468,000 16,220,019

予　算　額
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10款 ５ 項

武蔵野市児童交流派遣
　小学生　　　　20人
　職員　　　　　４人
サレルノ姉妹都市交流
　サレルノ国際映画祭
　遠野賞贈呈
　姉妹都市への市民派
　遣数　　　　　30人

１　武蔵野市との児童交流により、異文化体験による人づくりとまちづく
　りを進める。
２　サレルノ姉妹都市交流により、人、文化の交流から市民の国際理解と
　国際協力思想の高揚を図る。

教 育 費 社 会 教 育 費

事 業 名

社 会 教 育 総 務 費

単位：円都市交流推進事業費

１ 目

そ　の　他

成

果

計
画
値

事
業
内
容

計
画
値

市内の異地域・異年齢の子どもたち（小学４～６年生）が、郷土の自然
や歴史を楽しく学びながら、共に様々な体験活動を通して、集団の中でお
互いに協調し、充実した人間関係や社会の規範を守れる子どもの育成を図
ることで年６回の活動を行う。また、子どもたちに危険が無いように見守
り、子どもたちの相談に応じる事を目的に高校生や、大学生をボランティ
アでサポーターとして参加し、自ら指導者としての学習を行い、新しい時
代を担うリーダーとしての向上を図る。

少年少女ふるさと発見探偵団育成事業費

事
業
内
容

予　算　額 決　算　額
国県支出金 地　方　債

259,593 72,589

単位：円

少年少女ふるさと発見
探偵団
　活動回数　　　６回
　登録団員　　　40人
　延べ参加団員数
　　　　　　　 280人

実
績
値

１　探偵団登録団員が64人、年間を通して６回の活動を行い、延べ参加団
　員は 220人(保護者参加が延べ11人)であった。
２　サポーターは、一般・岩手大学及び市内高校からボランティアを募集
　し、登録者は30人。ふるさと発見探偵団の活動やわらすっこまつりに協
　力していただいた。

少年少女ふるさと発見
探偵団
　活動回数　　　６回
　登録団員　　　64人
　延べ参加団員数
　　　　　　　 220人
サポーター
　登録者数　　　30人
　延べ参加者数　37人

一般財源

事 業 名

財 源 内 訳

368,000 332,182

財 源 内 訳
予　算　額 決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他

成

果

実
績
値

１　武蔵野市との児童交流
　　隔年で受入と派遣事業を行っている。平成22年度は、本市児童が武蔵
　野市を訪問し、相互に地域性の違いや生活上の共通点を理解し、親交を
　いっそう深めることを目的として実施し交流が深まった。
２　サレルノ姉妹都市交流
　　サレルノ国際映画祭に遠野賞（切り絵）を贈呈した。サレルノ市との
　姉妹都市締結30周年を平成26年度に控えており、その準備等の関係か
　ら、平成22年度は市民の派遣を行わなかった。

武蔵野市児童交流派遣
　小学生　　　　20人
　職員　　　　　４人
サレルノ姉妹都市交流
　サレルノ国際映画祭
　遠野賞(切り絵)贈呈
　姉妹都市への市民派
　遣数　　　　　０人

一般財源

808,000 741,391 741,391
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一般財源

30,000,000 18,011,882

予　算　額

56,059,000 48,011,882

決　算　額
国県支出金 地　方　債 そ　の　他

財 源 内 訳

放課後子ども教室
　　11教室(小学校区)

児童館（児童クラブ）・学校・地域と連携し放課後子ども教室を開催
し､安全な放課後の居場所づくりとともに子どもたちの自主学習の仕方や
習慣化を図ることを目的に開催する。

市民企画委員会　６回
講座開催　　　　11回
主催事業　　　　２回
後援・共催事業
　　　　　　　３事業
市民協働事業　７事業

　平成22年に『遠野物語』が発刊 100周年を迎えることを記念し、『遠野
物語』の価値を改めて評価するとともに、「永遠の日本のふるさと」の実
現と、地域資源を活かした文化政策の推進によるまちづくりを展望しなが
ら、平成22年の『遠野物語』発刊 100周年から平成24年の柳田國男没後50
年に至る５年間に各種の記念事業を行う。

遠野物語発刊100周年記念事業費 単位：円

計
画
値

事 業 名

3,024,000 2,921,500 1,946,000

予　算　額

事
業
内
容

成

果

放課後子どもプラン推進事業費

１ 目

決　算　額

実
績
値

社 会 教 育 費 社 会 教 育 総 務 費

放課後子ども教室
　　11教室(小学校区)
　　延べ11,742人参加

単位：円

10款 ５ 項教 育 費

成

果

計
画
値

実
績
値

　放課後こども教室は全11小学校区で開催し、学習アドバイザー、安全管
理員を派遣し実施した。１教室あたり55日。

地　方　債 そ　の　他

市民企画委員会　６回
講座開催　　　　６回
主催事業　　　　２回
後援・共催事業
　　　　　　　９事業
市民協働事業　７事業

　記念事業の実施により『遠野物語』の価値が再発見され、遠野の文化を
全国に発信した。多くの市民が事業に参加・参画し、ふるさとへの誇りを
育むとともに、文化の振興や継承につながった。事業が多くのメディアに
取り上げられたことによる広告効果、県内外からの来訪者の増加、関連本
の出版、キャラクター関連商品の制作などによる経済効果も得られ、ひと
づくり・まちづくりに大きな効果をもたらした。
・主催事業の実施（２事業、事業参画者数 700人、観客数 2,942人）
・『遠野物語』を学ぶ市民講座の開催（６回、参加者数 441人）
・共催後援事業（９事業　参加者数 2,498人）
・「遠野こだわりの『語り部』1000人プロジェクト」の実施（スクーリン
　グ８回、認定者数90人）、語り部スポット運営
・みんなで築くふるさと遠野推進事業『遠野物語』発刊 100周年記念事
　業・特認事業（実施件数７件、参画者数 723人、参加者数 4,961人）
・記念番組・特集番組・ニュース等での情報発信（テレビ・ラジオ約50
　件、新聞記事 522件）
・ロゴ使用申請　56件
・キャラクター活用事業の実施（使用申請30件、きぐるみ使用48回、グッ
　ズ制作８件、ラッピングバス運行乗車客数 2,278人）

５ 項

事
業
内
容

事 業 名

10款 教 育 費 ３ 目 文 化 政 策 費

財 源 内 訳

975,500

社 会 教 育 費

一般財源国県支出金
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一般財源

318,693

予　算　額

470,000 318,693

決　算　額
国県支出金 地　方　債 そ　の　他

財 源 内 訳

改修工事　　　　一式1980年の開館から30年が経過し、施設・設備の老朽化が著しいことか
ら、快適で安全性の高い施設とするための改修工事を実施する。
　・平成22年度　電動書架改修

対象人数　　　 197人１歳児の健康相談日に、赤ちゃんと保護者を対象にして、温かい子育て
の時間をつくるため、絵本の読み聞かせを行う。
　絵本２冊、イラストアドバイス集、バックを配布。

ブックスタート事業費 単位：円

計
画
値

事 業 名

11,760,000 11,130,000

予　算　額

事
業
内
容

成

果

国県支出金
決　算　額

図 書 館 博 物 館 費

改修工事　　　　一式

単位：円図書館博物館改修整備事業費

４ 目10款 ５ 項教 育 費 社 会 教 育 費

　対象人数の約97％に絵本やバックなどを配布するとともに、ボランティ
ア団体との連携で、読み聞かせや絵本の紹介等を行い、親子の読書習慣の
啓発を図った。

事
業
内
容

事 業 名

実
績
値

成

果

計
画
値

実
績
値

　図書館電動書架改修を計画通りに実施。閉架図書の保管場所である電動
書架を改修することにより、閉架図書の検索・閲覧が容易になり、利用者
の利便性の向上を図ることができた。

地　方　債 そ　の　他

配付人数　　　 192人

財 源 内 訳

7,000,000 4,130,000

一般財源
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成

果

計
画
値

一般財源

1,056,300

予　算　額

1,300,000 1,056,300

決　算　額
国県支出金

事 業 名

現地測量　　　　一式
基本設計　　　　一式
実施設計　　　　一式

　青笹町踊鹿に残されている陶芸家・加守田章二氏の陶房とその周辺を公
有化して改修整備を行い、一般公開して功績を顕彰することにより、芸術
文化の振興と、新たな遠野の魅力を発信することで交流人口の拡大を図
る｡

加守田章二陶房跡保全整備調査事業費 単位：円

事
業
内
容

事 業 名

成

果

地　方　債 そ　の　他
財 源 内 訳

実
績
値

　とおの昔話村リニューアルの展示設計、建築設計を計画通り実施した。
リニューアルオープンに向けて、中心市街地の観光の拠点施設としてふ
さわしい設計図書を完成することができた。

18,480,000 18,480,000 2,000,000 12,300,000

展示設計　　　　一式
建築設計　　　　一式

社 会 教 育 費 図 書 館 博 物 館 費

単位：円とおの昔話村整備事業費

４ 目10款 ５ 項教 育 費

4,180,000

実
績
値

事
業
内
容

計
画
値

　とおの昔話村は、昭和61年４月の開村から24年が経過し、展示グラフィ
ックや映像ソフトの劣化、施設及び映像機器の老朽化が著しく、入村者数
は減少傾向にある。平成24年に柳田國男没後50年を迎えることから、魅力
的な展示への改装、高齢化社会に対応したバリアフリー化を図る。
　・平成22年度　展示設計、建築設計

財 源 内 訳
予　算　額

現地測量　　　　一式
基本設計　　　　一式
実施設計　　　　一式

　陶房保全整備について、計画通り測量、設計を行い、加守田章二氏の陶
房を効果的に公開するための設計を完成させた。

展示設計　　　　一式
建築設計　　　　一式

一般財源
決　算　額

国県支出金 地　方　債 そ　の　他
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成

果

計
画
値

実
績
値

文化的景観保存事業費

事
業
内
容

事 業 名

295,516

地　方　債

単位：円

計
画
値

認定件数　　　　20件
ガイドブック発行部数
　　　　　　 5,000部

実
績
値

そ　の　他
財 源 内 訳

2,000,000

10款 ５ 項教 育 費

一般財源国県支出金

文化財調査保護費

認定件数　　　　８件
追加認定　　　　１件
ガイドブック発行部数
　　　　　　　　０部
表示板設置　　　14基

単位：円遠野遺産認定事業費

５ 目

決　算　額

社 会 教 育 費

事 業 名

2,820,000 2,295,516

予　算　額

　遠野遺産の公募と認定を行い、新規に８件を、追加で１件を認定し、合
計 107件となった。
　地域生活課と連携し、みんなで築くふるさと遠野推進事業補助金を活用
した事業が８事業行われた。またそれらの遠野遺産の保護・活用事業につ
いて、必要な助言等を行った。
　表示板は、平成21年度認定分の遠野遺産を中心に14基設置した。
　また、広報遠野で遠野遺産紹介を11回行い、周知に努めた。

事
業
内
容

市内にある文化的遺産、自然遺産を市民協働で次世代に守り伝え、活気
ある地域づくりを推進するため、市民から推薦される地域資源を「遠野遺
産」として認定し光を当て、遺産を通した地域活動を支援する。活動の支
援は､地域生活課との連携により、活動に対する補助金の適用、助言等を
行う。

成

果

そ　の　他
財 源 内 訳

各調査　　　　　一式
委員会　　　　　３回
調査報告会等　　２回
アンケート調査　１回
全国大会　　　　１回

　柳田國男の『遠野物語』を生み、人々が築き上げてきた当市独特の景観
を将来に残していくため、国の重要文化的景観選定に向け調査を実施す
る｡

一般財源

各調査　　　　　一式
委員会　　　　　２回
調査報告会等　　３回
アンケート調査　１回
全国大会　　　　１回

　『遠野物語』発祥ゆかりの地であり、里山的な景観が保存されている土
淵町山口集落の重要文化的景観への追加選定に向け、各種調査を実施し
た｡
　また、調査報告会等の開催により、地区の方々に地域の現状や保存する
ことの重要性について理解を深めることができた。
　・選定に向けた調査の実施
　　…　民俗、水系、信仰、建築、植生、動物、土地利用の変遷
　・全国文化的景観地区連絡協議会遠野大会の開催（ 112名参加）

4,128,731

予　算　額

8,034,000 7,678,731 3,550,000

決　算　額
国県支出金 地　方　債
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目 保 健 体 育 総 務 費

一般財源

4,923,000

そ　の　他
決　算　額

国県支出金 地　方　債
予　算　額

母屋
　サシ茅　　　　27坪
　下屋修繕屋根葺替
　　　　　　　　20㎡
大工小屋
　屋根　　　　 160㎡
ハセ小屋
　屋根　　　　　78㎡
サイン　　　　　一式
その他　　　　　一式

保 健 体 育 費

事
業
内
容

計
画
値

　国指定重要文化財「千葉家住宅」を保全するため、市補助により本格的
修復に向けて雨漏りの恐れのある屋根等の補修及びサインを設置する。

財 源 内 訳

5,000,000 4,923,000

事業補助　　　１団体
スポーツアドバイザー
　　　　　　　　２回

１　市内サッカースポーツ少年団、中学校、高校サッカー部を対象にトッ
　プレベルの指導者を招聘し、年間を通してサッカー教室を開催し、競技
　力向上を図った。
　・ヴァレンテとおのサッカースポーツ少年団
　　…　第34回全日本少年サッカー大会岩手県大会優勝（全国大会出場）
　・遠野中学校サッカー部
　　…　岩手県中学校総合体育大会サッカー競技準優勝（東北大会出場）
　・遠野高校サッカー部
　　…　全国高校サッカー選手権岩手県大会優勝（全国大会出場）
２　スポーツアドバイザーとして、じんぎすかんマラソンに小友町出身の
　仙内勇氏を招聘し大会を盛り上げることができた。またソフトテニス教
　室を開催し（講師：岩手県ソフトテニス連盟　瀬川知良氏）競技力向上
　に努めた。

６ 項

事 業 名

10款 教 育 費

実
績
値

１

そ　の　他
財 源 内 訳

一般財源

５ 項 社 会 教 育 費

成

果

計
画
値

文化財調査保護費

単位：円千葉家重要文化財指定整備活用事業費

５ 目10款 教 育 費

事 業 名

事業補助　　　２団体
スポーツアドバイザー
　　　　　　　　２回

　遠野市の競技スポーツ力向上を図るため、競技種目毎にジュニアスポー
ツクラブを育成・支援する。
また、クラブの連合による競技型のスポーツクラブとして、育成・支

援､
一環指導システムの構築を推進する。

スポーツ振興プログラム推進事業費（ジュニアレベルアッププログラム推進事業費） 単位：円

事
業
内
容

母屋
　サシ茅　　　　27坪
　下屋修繕屋根葺替
　　　　　　　　20㎡
大工小屋
　屋根　　　　 160㎡
ハセ小屋
　屋根　　　　　20㎡
サイン　　　　　一式
その他　　　　　一式

成

果

実
績
値

　本格的修復に向けて屋根等の補修、サイン設置を行った。
　・補修等
　　…　母屋サシ茅、大工小屋・ハセ小屋・納屋の屋根補修、サイン設
　　　　置、その他一式

1,900,000 415,900

予　算　額

2,347,000 2,315,900

決　算　額
国県支出金 地　方　債
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成

果

計
画
値

一般財源

505,303

予　算　額

603,000 505,303

事 業 名

・食生活改善推進員の
実践活動（母子…食
育）
　延べ　3,300人
・健全な食生活の実践
○朝食を食べる子ども
の増加
○料理をつくってみよ
うと思う子どもの増加

子どもたちが生涯にわたる健康生活の基本になる「食」を理解し、食に
関する知識と選択能力を習得して、健全な食生活が実践できるよう支援す
る。
　○ちびっこ栄養教室（小学生）…食生活に関する講話と調理実習
　○食生活応援教室（中学生）…学校における家庭科や食育授業での実技
　　指導
　○健康生活定着事業（高校生）…健康づくり講演会と食生活改善講習会

食べものが育てる元気な遠野っ子事業費 単位：円

学校給食事業費

予　算　額

６ 項 保 健 体 育 費

２ 目

地　方　債 そ　の　他
財 源 内 訳

学 校 給 食 費

単位：円

財 源 内 訳

・食生活改善推進員の
実践活動（母子…食
育）
　延べ 3,287人（達成
率：99.6％）
・健全な食生活の実践
○朝食を食べる子ども
の増加
　　H20年度　90.5％
　　H21年度　92.5％
　　H22年度　94.0％
○料理をつくってみよ
うと思う子どもの増加
　　H20年度　79.0％
　　H21年度　91.0％
　　H22年度　91.3％

小学生においては、食生活の基礎知識や簡単な食事づくりを、中学生は
自分の健康と食生活の関係を正しく理解し実践できるように、また高校生
には大人になるための実践できる能力を身につける最後のチャンスととら
え、講演会や体験学習（調理実習など）を行った。
平成20年度より一貫して、食生活に関する支援を行ったことで「朝食を
食べる子どもの割合」や「料理をつくってみようと思う子どもの割合」が
年々増加し、よい食習慣の定着が図られてきた。
　　○ちびっこ栄養教室
　　　・児童館・児童クラブ（11か所）　延べ 16回　参加者児童 219人
　　　・小学校（1校）　　　1回　参加児童 14人
　　○中学生食生活応援教室
　　　・中学校（4校）　　延べ 6回　参加生徒 184人
　　○高校生健康生活定着事業
　　　・高等学校（2校）　延べ 3回　参加生徒 304人
　　○食育に関する事業
　　　・PTA行事・学校保健委員会等の食育に関する事業
　　　　延べ 4回　参加児童・生徒・保護者   146人

決　算　額
国県支出金

地　方　債 そ　の　他

保 健 体 育 費10款 ６ 項教 育 費

年間供給食数
　　　　　 428,726食
米飯日数　　小 130回
　　　　　　中 129回
パン日数　　小　40回
　　　　　　中　39回
学校給食食材に占める
地場産物使用割合
　　　　　　　　50％

食 育 推 進 費

一般財源

117,220,701 145,126,193

年間供給食数
　　　　　 430,422食
米飯日数　　小 130回
　　　　　　中 129回
パン日数　　小　40回
　　　　　　中　39回
学校給食食材に占める
地場産物使用割合
　　　　　　　66.6％

実
績
値

決　算　額
国県支出金

事
業
内
容

事 業 名

10款 教 育 費 ４ 目

事
業
内
容

計
画
値

　学校教育における給食は、成長期にある児童・生徒に栄養バランスの取
れた食事を提供し健康増進を図るとともに、望ましい食習慣の養成、好ま
しい人間関係の形成などを目標としている。目標達成のために、「地産地
消」及び「食育」の推進、学校訪問及び栄養指導、衛生管理に取組んだ。
　・年間の給食実施回数：小学校 170回、中学校 168回
　・給食供給人数： 2,533人

263,441,000 262,346,894

成

果

実
績
値

　遠野で生産される食材を積極的に利用し、おいしく安心安全な給食を提
供するとともに、地産地消の向上に努めた。また、「遠野旬を食べよう給
食」を年６回実施して、郷土の食文化や地域で採れる農産物への理解を深
めた。学校栄養職員が学校を訪問し栄養指導等（各学校年２回、宮守は各
学級年１回）を行い、食事のマナーや望ましい食習慣などの意識付けがな
された。
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事 業 名

30,450,000 802,200

予　算　額

　市民30人で構成する市民懇談会において、４部会編成（学校給食、地産
地消、食育推進、総合給食）による検討及び全体会によるまとめを行い基
本計画書を策定した。
　平成23年３月に設計業務をプロポーザル方式により発注をする予定であ
ったが、東日本大震災の影響により審査委員会の開催が困難となり平成23
年度に繰越となった。

事
業
内
容

　遠野学校給食センター施設及び宮守学校給食センター施設の老朽化並び
に今後の少子化に伴う給食提供数の減少が見込まれることから、統合によ
る効率的及び効果的な施設の整備を行う。
　施設整備に当たり、基本計画を策定するため、遠野市総合食育センター
整備市民懇談会を設置し内容の検討を行う。
　策定する基本計画を元に、建築設計業務を委託し基本設計及び実施設計
に着手する。

成

果

保 健 体 育 費

一般財源国県支出金

食 育 推 進 費

総合食育センター整備
基本計画策定　　一式

単位：円総合食育センター整備事業費

４ 目

決　算　額

10款 ６ 項教 育 費

計
画
値

総合食育センター整備
基本計画策定　　一式
総合食育センター設計
業務　　　　　　一式

実
績
値

そ　の　他
財 源 内 訳

802,200

地　方　債
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